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1：50, 000  地質図幅　                                                                       ( 昭和 30 年稿 )
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          

鬼　  　　鹿
( 旭川―第 37 号 )

この地質図幅の野外調査は．昭和 27 年 6 月下旬から同年 10 月末までの間に，延

150 日にわたって行われ，小平村と鬼鹿村との村界を境として，南部を対馬が，北

部を松野および山口が担当した。

採集した植物化石は熊本大学理学部の遠藤誠道教授に，介化石は東北大学理学部

地質学古生物学教室の小高民夫学士によって，それぞれ鑑定された。

Ⅰ．地　　　形

この地域は北海道の北西部に位置し，きわめて単調な南北の直線状の海岸線をも

って日本海に臨む。大部分の地域は．海抜 150m 前後から 350m 以下の低夷な山

地をもって構成される。海岸線に沿う狭長な区域には．海抜 60 ～ 90m の平坦な台

地が発達する。また小平蘂川川口の南方では，さらに一段低い平坦面―海抜 30 ～

40m―が存在する。

地形は地層の分布に支配され，それぞれ特徴を示し，特に南部のユードロ層と北

部の古丹別層との分布する区域の間に，著しい差が認められる。この地形の差は，

航空写真の判読あるいは高所からの俯瞰によって容易に識別される。すなわち，ユ

ードロ層の分布区域では，地質構造と無関係に複雑な谷筋が樹枝状に発達し，緩や

かな起伏のある丘陵性の山地が生じているのに反して，古丹別層の分布する北部で

は標高も一般に高く，遠望すれば山頂は鋸歯状を呈し，山陵の配列は地層と構造に

支配され，空中写真による地質構造の推定も比較的に容易である。

各水系は，東から西へ図幅地域を横断して日本海に注ぐが，小平蘂川を除いて長

大なものはない。各水系ともにその氾濫源中を蛇行しているが，南部ユードロ層の
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分布区域内において特に著しい。また，冲積氾濫原の海岸線に臨むところには砂丘

が見られる。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

　この区域は，宗谷・稚内および天塩油田の新第三紀層と，留萠・雨竜炭田の上部

を構成する新第三紀層との接するところに当り，その関係について種々の解釈がな

されてきた。

　本図幅地域内に分布する地層の層序関係を模式的に示すと，第 1 図の通りであ

る。

　最下位のユードロ層は，石炭の薄層・植物化石および淡水棲の介化石を産する陸

成層を主体とする地層であって，その産出植物化石には Comptoniphyllum  sp.，

Liquidamber formosana  HANCE その他があり，中新世中期の温暖な気候條件下に

堆積したものである。その上位の古丹別層は，従来ユードロ層の 1 異相と考えられ

ていたが 1)，2)，古丹別層はユードロ層に対して，北東から南西へ順次上位の部分が接

する覆蔽不整合 (Overlapping unconformity) の関係にあることが明らかにされ

た註 1)。そして，古丹別層以上の厚さ数千 m に及ぶ新しい地層は，ユードロ層堆積

後の造構造運動によって，南方の隆起した地域の前面，すなわち北側に形成された

沈降地域に堆積したものと考えられる。この地域の沈降運動は古丹別層の堆積期に

おいて著しく，古丹別層の堆積状況から脈動的な沈降であったと推定される。

　古丹別層に続く鬼鹿介化石層は瀕海ないし浅海相を示し，その上部は硬質頁岩と

なり，整合的にさらに上位の海成の遠別層の泥岩層に移化している。鬼鹿介化石層

の堆積初期に噴出した両輝石安山岩が，小範囲に露出するが，これは苫前地方から

北方遠別地方を経て宗谷地方にわたって，普遍的に認められる安山岩の噴出 3)，4)，5)，

註 1) 主として東隣の寧楽図幅地内の資料による。すなわち，古丹別層は小平村の天狗山以北では，平行不整
合的に下位の築別層に接する。しかし天狗山附近から西方鬼鹿図幅地域にかけて，古丹別層は順次下部
の層準を覆蔽して，傾斜不整合をもって下位の達布頁岩層・ユードロ層に接している。すなわち，約 15
km の間で厚さ約 3,000m の地層を覆蔽欠如するにいたる。
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第　1　図　　地　質　総　括　表
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第  1  表　対　　比　　表　
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6)，7) と期を一にするものである。

　古丹別層上限から遠別層の堆積にいたる間の地盤の運動は，全体として造陸運動

と解される昇降運動である。

　古丹別層は有孔虫化石 8) から，中新世後期に堆積したものであり，鬼鹿介化石層

は中新世末期と考えられ，一応遠別層の基底をもって鮮新世の始まりと考えられ

る。鬼鹿介化石層および遠別層の化石種は北方種が卓越しており，ユードロ層堆積

時に比して，寒冷な状態にあったと推定される。

　第三紀末の造構造運動によって，以上の第三系の地層は褶曲・断層の影響を受け

て転移し，これらの転位した地層を貫ぬいて，橄欖石含有玄武岩等の岩脈が貫入し

た。

　また更新統の 2 段の海岸段丘および数段の河岸段丘を構成する段丘堆積層，なら

びに現世統の冲積層は，第三紀層の削剝面を覆ってほゞ水平に堆積している。

　第四紀における地盤の運動は，数次にわたる上昇―あるいは海水準の低下―

である。

　本地域の層序を北海道天北地方および留萠地方に対比すると，第 1 表の通りであ

る。

Ⅱ．2　新　第　三　系

Ⅱ．2．1　ユードロ層　　　　　　　　

　本層は大椴子川以南の地域に広く分布し，留萠地方におけるユードロ層 9)，10) の延

長である。ユードロ層は留萠市大和田附近で，下位の大和田夾炭層を不整合に覆う

が，本図幅地域ではその基底部は見られない。この地域内に分布するユードロ層は

その岩相・産出化石その他から，留萠地方で 3 分された本層の中部層である軟質細

粒砂岩層より，上の部分に相当するものと考えられる。

　本層は全体として軟質細粒砂岩と暗灰色ないし黒灰色の泥岩とからなり，礫岩お

よびレンズ状の石炭の薄層を挾有しているが，岩相によって細分することは不可能

である。

　鬼鹿断層と真砂トンネル断層とに挾まれる地域に分布する本層中には，大椴子川
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と八線の沢との分岐点附近から，南方の独立標高点 144m 附近を経て小平蘂川十三

線附近にかけて，礫岩および砂岩の卓越する部分がある。

　その東側すなわち下部では，頻繁に薄いレンズ状の炭層を挾有する。上述の礫岩

部を隔てて，その上位には，大椴子川北一線から鬼泊を経て小平蘂川九線附近にか

けて，Corbicula  spp. を産する層準がある。またこの区域の本層から植物化石を多

産する。

本層から得られた化石は

Corbicula ovalis  PRIME 

C.  cfr.  atrata  REINHARDT 

C.  sp. 

等の軟体動物化石および

Cyperites  sp. 

Equisetum arcticum  HEER 

Metasequoia japonica  ENDO 

Comptoniphyllum  sp. 

Juglans  cfr.  acuminata  BRAUN 

Fagus  sp. 

等の植物化石である。また小平蘂川十三線附近から，卜部奎一により Liquidamber

formosana HANCE その他が報告されている 11)。

　真砂トンネル断層の南西部，小平蘂川川口附近に分布するユードロ層は，分布か

らは留萠図幅のユードロ層の上部を占める泥岩層に当るが，本地域では砂岩の優勢

な泥岩との互層であり，岩質上，部層として分けて取扱うことは不可能である。し

かし，小平蘂川五線附近の本層中からは海棲動物化石が得られた。

　さらに，大椴子背斜の軸部に分布する本層も，鬼鹿・真砂トンネル両断層の間に

分布するものとや丶趣を異にする。すなわち，軟質細粒砂岩と暗灰色泥岩からな

り

Felanniella  cfr. usta  (GOULD) 

Siliqua  cfr. pulchella (DUNKER) 

Siliqua  sp.
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Solen  sp.

等の浅海凄の介化石を産する。

　以上ユードロ層は露出不良に加えて，浅海ないし淡水性の成層状態が不安定な地

層であるために，詳細な層序区分は不可能である。しかし，ユードロ層は全体とし

て，後述する中新世後期の古丹別層によって不整合に覆われること，　Comptoni-

phyllum，Liquidamber 植物群を産することから，中新世中期の堆積物であると考

えられる。上記および魚住悟註 2) の意見から，本層は天北地方の築別層に対比され

る ( 第 1 表参照 )。

II．2．2　古  丹  別  層

　本層は苫前地方における古丹別層 12) の延長であり，地層名は植村癸巳男による 13)。

古丹別層は下位のユードロ層を覆蔽不整合に覆い，本地域においては岩相から上・

下の 2 部に分けられる。

　古丹別層下部　下部層は図幅地域の北半部の大部分を占めて分布し，礫岩から漸

移的に砂岩，その上位に砂岩および泥岩の互層，さらにその上に泥岩ないし泥岩の

優勢な砂岩との互層，という順序を繰返しつゝ累畳する厚い地層である。また下部

層中には，基底部近くに 1 枚の厚さ 20 ～ 30m の凝灰岩層があって，鍵層として有

効である。この凝灰岩層の上位約 500m のところに，さらに 1 枚の凝灰岩層がある

が，軟質なため広く追跡することは不可能である。

　砂岩は一般に板状，中粒ないし細粒で，新鮮な面は青灰色を呈するが，風化面で

は淡褐灰色を呈する。砂岩と泥岩との互層部の下位に現われる砂岩は無層理，塊状

で，一般に汚い灰色を呈し，下位へ向かって粗粒となり，遂には礫岩に移化する。

　泥岩は暗青灰色ないし黒灰色で長柱状または玉状に破砕し，また乾燥すると不規

則な細片となって崩壊する。泥岩は砂岩に比して侵蝕され易く，砂岩との規則的な

互層部では，砂岩が板状に河床に残って階段状を呈する。

　礫岩はきわめて平坦な面をもって下位の泥岩に接するのを常とし，側方に厚さの

註 2) 魚住悟 (1954)，日本地質学会北海道支部総会講演，川端期の化石動物群を見ると上・中・下に 3 分さ
れ，中部はいわゆる門の沢動物群と築別動物群とであり，門の沢動物群は南から進入し，築別動物群は
寒流系で北から進入した。この動物群は北緯 44°附近で境される。ユードロ層・幌新層はいわゆる門の
沢動物群を産し，ユードロ層は北緯 44°附近で陸成層となる。
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変化が著しい。通常その厚さは数 10cm から数 10m であるが，著しいもの註 3) は約

200m に達する。礫岩はおゝむね外観黒色を呈し，粘板岩の礫を主とし，稀に珪岩

類・石灰岩の礫を含み，小豆大から人頭大のきわめて雑多な大きさの亜角礫からな

る。また稀に径 1m に達するものも見られる。

　下部層中，特に礫岩中に，成層した砂岩・泥岩あるいはその互層からなる礫ない

し岩塊が乱雑に含有される。その巨大なものは径数 m に達するものさえある。これ

らの礫ないし岩塊は，その岩質・産状から同時礫と考えられる。

　凝灰岩は白色，緻密で，濡れると緑色を帯び，下位のものは堅硬で硬質頁岩の様

相を呈し，厚さ 20 ～ 30m に達する。

　古丹別層下部の層厚は本図幅地域内で 3,000m に及ぶ。

　古丹別層上部　この上部層として分帯した地層は，古丹別層の全層厚からみてそ

の最上部に当るもので，同層下部と漸移し，その境界は人為的なものである。すな

わち，古丹別層は上部にいたるにしたがって礫岩の量を減じ，砂岩および泥岩の互

層となり，さらに上部へ向かうと泥岩の量を増し，泥岩と凝灰質細粒砂岩の薄層と

のきわめて規則的な互層となる。泥岩は下部のものに較べて明るい青灰色となり，

岩質は一層緻密となる。

　古丹別層下部の砂岩中にも，黄褐色に汚染された浮石粒が見られるが，古丹別層

は上部において著しく凝灰質であることが，1 つの著しい特徴である。

　下部層と同様にこの上部としたもののなかにも，しばしばかなり厚いレンズ状の

礫岩層を挾有するが，これらの礫岩層の礫は，下部のそれと種類においてほとんど

変わりない。礫はよく水磨された円礫であり，石灰岩の礫は全く見られず，花崗岩

類の礫がしばしば目につく。礫岩の膠結物は下部層のものに比して砂質である。古

丹別層上部の層厚は約 250 ～ 300m である。

　古丹別層からは，大型化石はほとんど産出しないが，微化石の産出の可能性はあ

る。苫前地方における本層最上部から報告された化石有孔虫群 14) により，また中新

世中期のユードロ層を不整合に被覆するという事実によって，古丹別層の時代は一

応中新世後期と考えるのが妥当であろう。

註 3)  地質図に記入したもの。
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　古丹別層は全体として，その堆積状況および層序関係から，石田義雄の増幌層 ( 知

来別層 ) およびエペコロペツ暗灰色頁岩層 15)，飯塚保五郎の増幌層および幕別頁岩

層 16) に対比される。古丹別層上部はその岩相から推して，植村癸巳男によって古丹

別層の上部を占める中間層 17) として分帯された層準，また凝灰質砂岩および礫岩の

薄層を挾む頁岩からなり，しかも増幌層から移化するところのエペコロペツ暗灰色

頁岩層や，幕別頁岩層に対比して，ほゞ間違いないものと考える。

　北部地方との対比は上述の通りであるが，南部留萠地方との対比を試みると，古

丹別層の最上部は峠下層の基底の凝灰質砂岩頁岩互層 18)，19) に対比される ( 第 1 表参

照 )。すなわち，古丹別層と下位のユードロ層とは覆蔽不整合の関係にあることか

ら，留萠地方の峠下層基底の不整合面は，古丹別層基底の不整合面と同一の面であ

ることが推察され，さらに峠下層下部と古丹別層上部とは，ともに凝灰質砂岩と頁

岩との互層であるという岩相上の相似，およびその上位の地層の層位学上の関係 ( 後

述 ) などから，上述の対比が可能であろう。

Ⅱ．2．3　鬼鹿介化石層

　鬼鹿介化石層は真砂トンネル附近から小椴子川川口附近にわたる間に，西に開い

た半向心構造をなして分布する。地層名は卜部奎一による 20)。本層は岩質から，両

輝石安山岩質集塊岩・凝灰質砂岩および礫岩層・硬質頁岩層に分けられる。

　両輝石安山岩質集塊岩は真砂トンネルの南口から北口にかけての，きわめて限ら

れた小区域に分布する。本集塊岩は両輝石安山岩の礫からなり，褐色の凝灰質物に

よって膠結され，まれに古期岩類のよく水磨された細礫を混えている。また礫の間

を塡める基質中には，珪藻の遺殼を含んでいる。

　安山岩の礫は灰黒色ないし黒色を呈し，緻密，堅硬で，肉眼では斑晶を認めるこ

とができない。鏡下では，斑晶として斜長石・普通輝石・紫蘇輝石 ( 量の順 ) が認

められる。斜長石は曹灰長石の性質を示す。普通輝石はほとんど無色で，おゝむね

自形を呈する。紫蘇輝石は長柱状の結晶形を止めるが，そのほとんどが炭酸塩鉱物

および鉄鉱に交代されている。また斜長石・普通輝石の聚斑晶構造を呈する部分が

ある。石基は塡間構造に近いガラス基流晶質で，斜長石・粒状の輝石・ガラスおよ

び少量の鉄鉱からなる。また非晶質物質からなる球顆構造を呈する部分がある。
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　本集塊岩層は，こゝでは古丹別層上部の凝灰質砂岩・泥岩の互層を整合に覆って

いるのが見られるだけで，その上位の鬼鹿介化石層との直接の関係は不明である。

しかし，古丹別層の上位にあるという層位上の関係から，苫萠地方から宗谷・稚内

地方にわたって普遍的に見られる小川夾亜炭層，稚内層，あるいは稚内硬質頁岩層

などの基底の安山岩熔岩あるいはその集塊岩と，同一時期の噴出と推定され，鬼鹿

介化石層基底部の一員と考えられる。

　凝灰質砂岩および礫岩層は主として青灰色ないし暗灰色の中粒から細粒の凝灰質

砂岩からなり，下部は上部に較べて一般に粗粒で，しばしば粗粒砂岩あるいは細粒

の礫岩が卓越する部分があり，かつ偽層を呈する。

　本層の下部には海棲介化石を産し，その化石帯を小椴子川北部から真砂トンネル

附近にわたって，追跡することができる。この化石帯から得られた化石種は，次の

通りである。

Pelecypods 

Anadara amicula  (YOKOYAMA) 

Glycymeris pilsbryi  (YOKOYAMA) 

G. yessoensis  (SOWERBY) 

Mytilus crassitesta  LISCHKE 

Patinopecten  cfr.  paraplebejus  (NOMURA & HATAI) 

P .  sp. (kurosawaensis type) 

P. yessoensis  (JAY) subsp. nov. KOTAKA 

Venericardia ferruginea  (CLESSIN) 

Felanniella usta  (GOULD) 

Dosinia cfr. angulosa  (PHILLIPPI) 

Solen sp. 

Panope  sp. 

Gastropods 

Crepidula grandis  MIDDENDOLFF 

　硬質頁岩層は暗灰色の硬質頁岩あるいは細粒砂岩，ないし砂質頁岩と硬質頁岩と

の互層からなり，鬼鹿介化石層の最上部を占めている。本硬質頁岩層は小椴子川川
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口附近では厚さ 50m に達するが，南へ行くにしたがって徐々に厚さを減じ，大椴

子川の支流陰の沢附近で遂に尖滅する。

　鬼鹿介化石層は古丹別層上部から整合的に移化し，基底に両輝石安山岩の集塊岩

が存在し，浅海性の堆積物からなり，遠別層によって整合に覆われることなどから，

苫前地方の小川夾亜炭層に対比され，天塩北部から宗谷・稚内地方における初山別

層・稚内層あるいは稚内硬質頁岩層などの硬質頁岩をもって代表される地層の浅海

相と考えられる。

　本層は，峠下層の下部の凝灰質砂岩頁岩互層に対比される古丹別層上部の上に整

合に重なること，浅海性の堆積相であって，北方へ追跡すると苫前地方で陸成相と

なり，亜炭を挾有すること，さらに本層の最上部に硬質頁岩層の存在することなど

から，留萠地方の峠下層の礫岩層および増毛層 21)，22) に対比される ( 第 1 表参照 )。

上述の化石種から，本層の堆積の時代を決定することはできないが，一応稚内層と

同じく中新世後期とする。

Ⅱ．2．4　遠　別　層

　本層名は層序関係および岩相から，苫前地方の遠別層 23) と同層名を採用する。

　遠別層は真砂トンネルから小椴子川川口にかけて，半向心構造の中心部に分布す

る。本層は無層理，青灰色の凝灰質ないし珪藻土質泥岩からなり，下位の鬼鹿介化

石層上部の凝灰質細粒砂岩または硬質頁岩から漸移する。また真砂トンネル北部で

は，本層の基底部にきわめて石英粒に富む磨砂様の厚さ数 m の凝灰質砂岩を有す

る。

　泥岩は無層理，塊状で全く層理を示さず，風化すると露頭面に沿って不規則な片

状となって剝げ落ち，乾燥すると白色を呈してきわめて軽く，半乾燥状態では表面

に黄色の粉末を生ずる。

　泥岩は下部に径数 10cm から 2m 位の泥灰質団塊を含有し，また稀に砂質となる

部分がある。また大椴子川川口北部では，本泥岩中に厚さ 1m の細礫からなる礫岩

層が介在する。

　本層中からは少ないながらも普遍的に海棲動物化石を産し，次のような化石種が

得られた。
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Pelecypods 

Truncacila  cfr. nakazimai  (OTUKA) 

Nuculana sadoensis (YOKOYAMA) 

Yoldia thraciaeformis  STORER 

Yoldia sp. 

Glycymeris  sp. 

Thyasira bisecta  CONRAD 

Macoma tokyoensis  MAKIYAMA 

Macoma  sp. 

Gastropods 

Gastropoda gen. et sp. indet. 

　以上の化石からだけでは本層の時代を決めることはできないが，羽幌町北部の本

層から得られた化石種 24) から，本層の堆積の時代は一応鮮新世の初期と推察される。

　本地域内で見られる遠別層は，苫前地方の小川夾亜炭層に対比される瀕海相の鬼

鹿介化石層から整合に移化するという層序関係，岩相その他から，宗谷・稚内地方

の声問層 25) あるいは声問頁岩層 26)，27)，または留萠地方の留萠層 28) に対比されるも

のであろう ( 第 1 表参照 )。

Ⅱ．2．5　脈　岩　類

　本図幅地域内において，両輝石安山岩岩脈および橄欖石含有玄武岩岩脈が見られ

る。

　両輝石安山岩岩脈は温寧川の下流，鬼鹿市街より東方 2km 附近の河床に，古丹

別層下部を貫ぬいて露出する。この岩脈は幅約 3 ～ 4m，ほゞ東西の方向に 200 ～

250m の延長を有し，接触部において古丹別層下部の泥岩を珪化させている。貫入

時期については古丹別層下部以後であることしかわからない。

　本岩は淡灰ないし淡灰緑色を呈し，多孔質で，肉眼では斑晶を認めることができ

ない。鏡下では，斑晶として斜長石・紫蘇輝石・普通輝石 ( 量の順 ) などが見られ，

斜長石は曹灰長石の性質を示し，紫蘇輝石はそのほとんどが炭酸塩鉱物に交代され

ている。普通輝石は半自形を呈し，その量も少ない。本岩は全般的に有色鉱物に乏
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しい。石基は長柱状の斜長石・ガラスおよび輝石から変質した少量の炭酸塩鉱物か

らなり，ガラス基流晶質構造を呈する。

　橄欖石玄武岩岩脈は小平村鬼泊西方の海中に，海岸線とほゞ平行に岩礁をなして

露出するもので，直接の関係は不明であるが，古丹別層上部ないし鬼鹿介化石層を

貫ぬくものと考えられる。

　本岩は黒色，緻密，堅硬で，塊状をなす。鏡下では，斑晶として斜長石・普通輝

石・橄攬石 ( 量の順 ) などが見られ，斜長石はしばしばアルバイト双晶を示し，曹

灰長石の性質を示す。普通輝石は短柱状をなし，しばしば自形を呈する。また橄攬

石はその周辺部がほとんど緑泥石化している。石基は長柱状の基性斜長石と粒状の

輝石を主とし，少量の緑泥石と鉄鉱などからなり，塡間構造を呈するが，部分的に

オフィティック構造を示すところがある。

　この橄欖石含有玄武岩は，広く雨竜・空知地方に分布する滝川期後半ないし滝川

期後の活動によるものとして知られている玄武岩 29) と，同一時期のものであろう。

Ⅱ．3　第　四　系

　本地域内に分布する第四系は，更新統に属すると考えられる海岸段丘堆積層およ

び河岸段丘堆積層と，現世統である冲積層および砂丘堆積物とからなる。

Ⅱ．3．1　　更　　新　　統

　海岸段丘堆積層

　地形の項で述べたように，本地域の海岸線に沿って高さ 60 ～ 90m の平坦な面が

かなりよく保存されている。また小平蘂川川口の南方には，高さ 30 ～ 40m の段丘

面が発達している。両者は海岸段丘と考えられ，これらの段丘堆積層は，ともに基

底礫をもって第三系の削剝面を覆い，未固結の砂・粘土・礫からなる。本地域内に

おいては，一応高位のものを高位海岸段丘堆積層，低位のものを低位海岸段丘堆積

層と名づける。

　高位海岸段丘堆積層は，鬼鹿村鬼鹿附近に最もよく発達し，その厚さも最も厚く

20m あるいはそれ以上に達し，主として，細粒の砂あるいは泥質の砂からなる。
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本段丘堆積層は海水面からの高さおよび開析の度合から，苫前・羽幌地方の羽幌海

岸段丘堆積層に対比される。

　低位海岸段丘堆積層は，前者に較べてその平坦面がよく保存されていること，お

よび海水面からの高度から羽幌海岸段丘面より一段低位の苫前海岸段丘堆積層に対

比される 30)，31)。

　河岸段丘堆積層　　　　　　　　　　　　　　　　　

　小平蘂川・大椴子川・小椴子川・温寧川などに沿って 2 ～ 3 段の河岸段丘が見ら

れるが，部分的に切れ切れに見られる個々の段丘面を追跡し，互に関連づけること

は困難であり，また地質図上に表現することも不可能なので，省略した。

　これらの河岸段丘堆積層は，砂・礫・粘土からなる未固結の堆積物である。

Ⅱ．3．2　現   世   統

　冲積層は諸河川の氾濫原を構成するもので，未固結の砂・礫・粘土からなる。こ

れらの冲積地は広く耕地として利用されている。ユードロ層の分布地域では，これ

らの冲積原はしばしば湿地帯となっている。

　砂丘堆積物は砂丘砂からなる。小平蘂川川口から南，海岸線に沿って高さ数 m に

達する 1 列の砂丘が発達している。このような砂丘は，この地方の海岸で砂浜の広

く発達するところでは普遍的に見られ，温寧川の川口附近その他にも存在するが．

港湾・市街・鉄道などの建設によって，原形を破壊されている。

Ⅱ．4　地　質　構　造

　地質構造上の主要なものは，大椴子背斜・丸山向斜 31)・大椴子川半向心構造・鬼

鹿断層および真砂トンネル断層である。

　大椴子背斜は，図幅地域の東縁に沿って走る南北性の軸をもつ背斜構造で，両翼

ともに 50 ～ 60°の傾斜を示し，北方に沈降する。軸部に分布するユードロ層の構造

は明らかでない。

　丸山向斜は，苫前図幅地域の中央部を南北に走る丸山向斜の延長であり，北へ向

かってゆるやかに沈降する。傾斜は西翼で 10 ～ 15°，東翼では 20 ～ 30°である。
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　大椴子川半向心構造は，大椴子川川口を中心として海岸へ向かって開いた半向心

構造で，南部ではほゞ直立に近い傾斜を有するが，北方へ向かって徐々に緩傾斜と

なる。

　鬼鹿断層は N35°W の方向で，大椴子川八線附近から温寧川川口にいたる東落の

断層である。ユードロ層および古丹別層を切っている。

　真砂トンネル断層註 4) は，小平蘂川九線附近から真砂トンネルにかけて，N40°W

の方向に走り，ユードロ層から遠別層までの地層を切る断層で，鬼鹿断層と同様に

東落ちである。

　これらのほかに，鬼鹿村御種子部落東方に小さな背斜軸が見られる。

Ⅲ．応　用　地　質

　本地域内には，鉱物資源その他見るべきものはほとんどない。以下 2，3 につい

て簡単に記述する。

　油徴　留萠地方において，ユードロ層は油徴のある地層として知られている。本

地域においても，大殻子北一線附近の本層中に，油臭をおびた砂岩が見られる。

　石炭　本図幅東隣の寧楽図幅地内において，ユードロ層中の石炭が採掘されてい

る。本図幅地域内においても，ユードロ層の下部と考えられる部分に，貧弱な石炭

の薄層あるいはレンズ ( 厚さ数 cm から 10 数 cm) が介在するが，稼行の対象とは

ならない。

　黄鉄鉱　独立標高点 (181.0m) の東，大椴子川八線の上流の河床に露出するユー

ドロ層の泥岩および砂岩中に，方解石の網状脈が発達し，黄鉄鉱が鉱染状に濃集し

ている。この附近は露出が不良で判然としないが，小範囲に限られるものであろ

う。

　鉱泉　古丹別層中いたるところに冷泉が湧出しているが，大部分は硫化水素臭の

ある冷泉で，黒色の硫化物および淡黄白色の湯華が沈澱している。これらの冷泉の

うち，大椴子川上流の三角点 (299.8m) 北方の塩分の濃度の高い鉱泉，および上記

三角点の北東部の谷筋の鉄分を含む炭酸カルシウム泉が特異である。前者は第 2 次

註 4)  本断層は留萌図幅の折真布沢を通る断層の延長と思われるが，位置が多少ずれている。
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大戦中附近の住民によって，塩の不足を補うために利用されたことがある。後者は

古丹別層の礫岩を通して湧出し，礫岩の露出面に石灰華を沈澱，成生しつゝあって

その範囲は谷筋に沿って数 10m に及び，沈澱物の厚さは最大 1m に達する。この

石灰華は水酸化鉄を伴なって沈澱し，鉄錆色を呈している。
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(Abstract)

   

T h e  q u a d r a n g l e  o f  t h e  O n i s h i k a  s h e e t  m a p  i s  s i t u a t e d  i n  t h e  

w e s t e r n  c o a s t a l  r e g i o n  o f  t h e  c e n t r a l  H o k k a i d .   T h r o u g h  t h e  a r e a  

m a p p e d ,  t h e  e l e v a t i o n  o f  t h e  l a n d  i s  n o t  g r e a t e r  t h a n  3 5 0  m e t e r s  

a b o v e  s e a  l e v e l .   T h e  a l u t i t u d e  o f  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h i s  a r e a ,  

w h e r e  t h e  Y ū d o r o  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d ,  i s  n o t  e x c e e d  2 5 0  m e t e r s  

a b o v e  s e a  l e v e l ,  a n d  i s  l e s s  t h a n  t h a t  o f  t h e  n o r t h e r n  p a r t  w h e r e  

t h e  K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n  i s  b r o a d l y  d e v e l o p e d .  

GEOLOGY 

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  c o v e r e d  b y  N e o g e n e  a n d  Q u a t e r n a r y  r o c k s  

w h i c h  a r e  m o s t l y  o f  s e d i m e n t a r y  o r i g i n .  T h e i r  s t r a t i g r a p h i c  s e q u e n c e  

i s  s h o w n  i n  Ta b l e  1 .
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Ta b l e  1

  

1 )    Y ū d o r o  f o r m a t i o n  

T h i s  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  o f  f i n e - g r a i n e d  s o f t  s a n d s t o n e ,  d a r k  g r a y  

o r  b l a c k - c o l o u r e d  m u d s t o n e  a n d  c o n g l o m e r a t e .   F r o m  t h e  t r i b u t a r y  

o f  t h e  O t o d o k k o - g a w a  a n d  t h e  H a s s e n - n o - s a w a  t o  J ū s a n s e n ,  t h e r e  

i s  a  z o n e  i n  w h i c h  c o n g l o m e r a t e  a n d  s a n d s t o n e  p r e d o m i n a t e .  

T h e  u n d e r l y i n g  p o r t i o n  b e l o w  t h i s  z o n e  i n t e r c a l a t e s  m a n y  t h i n  o r  

l e n t i c u l a r  c o a l - s e a m s ,  a n d  c o n t a i n s  p l a n t  f o s s i l s  s u c h  a s  C o m p t o n i -

p h y l l u m  s p .  a n d  M e t a s e q u o i a  j a p o n i c a  E N D O  ( S e e  J a p a n e s e  t e x t  

p a g e  6 ) .   T h e  u p p e r  p o r t i o n  c o v e r i n g  t h e  z o n e  i s  r i c h  i n  n o n - m a r i n e  

m o l l u s c s  s u c h  a s  C o r b i c u l a  s p p .  ( S e e  J a p a n e s e  t e x t  p a g e  6 ) .  

B u t ,  t h e  f o r m a t i o n  o c c u r r i n g  t o  t h e  s o u t h w e s t  o f  M a s a g o - t u n n e l  

f a u l t  i s  s l i g h t l y  d i f f e r  f r o m  a b o v e  m e n t i o n e d  c h a r a c t e r s  a n d  i s  o f  

t h e  d e p o s i t s  i n  a  m a r i n e  e n v i r o n m e n t  o f  s h a l l o w  w a t e r .  

T h i s  f o r m a t i o n  i s  a s s i g n e d  t o  b e  m i d d l e  M i o c e n e  i n  a g e  a n d  i s  

c o r r e l a t i v e  t o  t h e  C h i k u b e t s u  f o r m a t i o n  i n  t h e  H a b o r o  c o a l  f i e l d .
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2 )  K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n  

T h e  K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n  c o v e r s  t h e  Y ū d o r o  f o r m a t i o n  u n c o n -

f o r m a b l y .   I t  i s  d i v i d e d  f r o m  t h e  l i t h o l o g i c  c h a r a c t e r s  i n t o  t w o  

p a r t s ,  t h e  l o w e r  a n d  t h e  u p p e r .  

T h e  l o w e r  p a r t  c o n s i s t s  o f  v e r y  t h i c k  ( m o r e  t h a n  3 , 0 0 0  m e t e r s ) ,  

c y c l i c  a l t e r n a t i o n  o f  c o n g l o m e r a t e ,  a l t e r n a t i o n  o f  s a n d s t o n e  a n d  d a r k  

g r a y  m u d s t o n e ,  a n d  d a r k  g r a y  m u d s t o n e .   T h e  c o n g l o m e r a t e s  r a n g e  

f r o m  t e n  c e n t i m e t e r s  t o  2 0 0  m e t e r s  i n  t h i c k n e s s  a n d  t h e i r  p e b b l e s  

a r e  c h i e f l y  b l a c k  s l a t e .   T h e  c o n g l o m e r a t e s  c o n t a i n  t h e  c o n t e m p o r a -

n e o u s  b o u l d e r s  o f  s a n d s t o n e ,  m u d s t o n e  o r  t h e i r  a l t e r n a t e d  b l o c k s ,  

w h o s e  d i a m e t e r s  s o m e t i m e s  a t t a i n  t o  s e v e r a l  m e t e r s .  A n d  t h i s  p a r t  

h a s  a  t u f f  b e d ,  w h i c h  i s  2 0 - 3 0  m e t e r s  i n  t h i c k n e s s  a n d  i s  t r a c e a b l e  

a s  a  g o o d  k e y  b e d .  

T h e  a b o v e  m e n t i n e d  c h a r a c t e r s  o f  t h e  s e d i m e n t s  i n d i c a t e  t h a t  

t h e  l o w e r  p a r t  o f  t h e  K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n  w a s  d e p o s i t e d  i n  t h e  

b a s i n  w h i c h  s u b m e r g e  p u l s a t o r y .  

T h e  u p p e r  p a r t  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  r y t h m i c  a l t e r n a t i o n  o f  

b l u i s h  g r a y  c o m p a c t  m u d s t o n e  a n d  t u f f a c e o u s  f i n e - g r a i n e d  s a n d s t o n e ,  

a n d  l e n t i c u l a r  c o n g l o m e r a t e  b e d s  w h i c h  a r e  i n t e r b e d d e d  i n  t h e  s a n -

d s t o n e .   T h i s  p a r t  a t t a i n s  t o  2 5 0 - 3 0 0  m e t e r s  i n  t h i c k n e s s .  

T h e  K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n  i s  c o r r e l a t i v e ,  f r o m  t h e  l i t h o l o g i c  

c h a r a c t e r s  a n d  t h e  s t r a t i g r a p h i c a l  r e l a t i o n ,  t o  t h e  K a w a b a t a  f o r m a t i o n  

i n  t h e  I s h i k a r i  p r o v i n c e  a n d  t o  t h e  M a s u p o r o  f o r m a t i o n  i n  t h e  n o r t h e r n  

d i s t r i c t  o f  H o k k a i d ō  a n d  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e  l a t e r  M i o c e n e  i n  a g e .  

3 )  O n i s h i k a  f o s s i l - s h e l l - b e a r i n g  f o r m a t i o n  

T h i s  f o r m a t i o n  o v e r l i e s  t h e  u p p e r  p a r t  o f  t h e  K o t a m b e t s u  f o r m a -

t i o n  c o n f o r m a b l y.   T h e  m a i n  c o m p o n e n t  o f  t h e  f o r m a t i o n  i s  t u f f a c e o u s  

s a n d s t o n e .   T h e  s a n d s t o r e  r a n g e s  f r o m  f i n e  t o  c o a r s e  i n  g r a i n  s i z e  a n d  

i s  c o n g l o m e r a t i c  a t  s o m e  p o r t i o n s  o f  t h e  b a s a l  p a r t .  T h e  u p p e r -

m o s t  p a r t  i s  o c c u p i e d  b y  h a r d  s h a l e  b e d  o f  0 - 5 0  m e t e r s  t h i c k  a n d
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h y p e r s t h e n e - a u g i t e  a n d e s i t i c  a g g l o m e r a t e  o c c u r s  a t  t h e  b a s e  n e a r  t h e  

M a s a g o - t u n n e l .  

A t  t h e  b a s a l  p a r t ,  t h e r e  i s  a  f o s s i l  z o n e  r i c h  i n  m a r i n e  m o l l u s c a n  

r e m a i n s  w h i c h  i s  t r a c e a b l e  f r o m  t h e  m o u t h  o f  t h e  K o t o d o k k o - g a w a  

t o  M a s a g o - t u n n e l .   T h e  f o s s i l  f a u n a  c o l l e c t e d  f r o m  t h i s  f o s s i l  z o n e  

a r e  o f  a  s h a l l o w  m a r i n e  c o n d i t i o n .  ( s e e  J a p a n e s e  t e x t  p a g e  1 0 ) .  

T h e  O n i s h i k a  f o s s i l - s h e l l - b e a r i n g  f o r m a t i o n  m a y  b e  t h e  m a r g i n a l  

f a c i e s  o f  t h e  Wa k k a n a i  f o r m a t i o n  o r  t h e  Wa k k a n a i  h a r d  s h a l e  i n  t h e  

n o r t h e r n  Te s h i o  p r o v i n c e  a n d  t h e  S ō y a - Wa k k a n a i  d i s t r i c t .  

T h e  a g g l o m e r a t e  a t  t h e  b a s a l  p a r t  o f  t h i s  f o r m a t i o n  i s  c o n s i d e r e d  

t o  b e  e q u i v a l e n t  t o  t h e  a n d e s i t e  w h i c h  i s  w i d e s p r e a d  i n  t h e  n o r t h -

w e s t e r n  d i s t r i c t  o f  H o k k a i d ō  a n d  o c c u p i e s  t h e  b a s a l  p a r t  o f  t h e  

Wa k k a n a i  a n d  i t s  e q u i v a l e n t  f o r m a t i o n s .  

4 )  E m b e t s u  f o r m a t i o n  

T h e  E m b e t s u  f o r m a t i o n  w h i c h  g r a d u a l l y  t r a n s f o r m s  f r o m  t h e  

u n d e r l y i n g  h a r d  s h a l e  o r  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  o f  t h e  O n i s h i k a  f o s s i l -

s h e l l - b e a r i n g  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  o f  m a s s i v e  b l u i s h  g r a y  t u f f a c e o u s  

a n d  d i a t o m a c e o u s  m u d s t o n e ,  a n d  i s  4 0 0  m e t e r s  i n  t h i c k n e s s .   F r o m  

t h e  f o r m a t i o n  e x p o s e d  a t  t h e  c l i f f  a l o n g  t h e  s e a  c o a s t ,  m a r i n e  

m o l l u s c a n  f a u n a  a r e  c o l l e c t e d  ( s e e  J a p a n e s e  t e x t  p a g e  1 2 ) .  

T h e  f o s s i l  f a u n a  w h i c h  w e r e  c o l l e c t e d  f r o m  t h e  u p p e r  p a r t  o f  

t h i s  f o r m a t i o n  e x p o s e d  n e a r  H a b o r o - m a c h i  a r e  a s s u m e d  t o  b e  o f  

l o w e r  P l i o c e n e  a g e .   T h e  E m b e t s u  f o r m a t i o n  i s  a s s i g n e d  t o  b e  

e q u i v a l e n t  t o  t h e  K o i t o i  f o r m a t i o n  i n  t h e  S ō y a - Wa k k a n a i  d i s t r i c t .  

 5 )  D i k e  

T h e  d i k e  o f  a u g i t e - h y p e r s t h e n e  a n d e s i t e  e x p o s e d  o n  t h e  r i v e r  

f l o o r  o f  t h e  O n n e - g a w a  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  l o w e r  p a r t  o f  t h e  

K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n .   I t  i s  3  o r  4  m e t e r s  i n  w i d t h  a n d  e x t e n d s  

a b o u t  2 0 0  t o  2 5 0  m e t e r s  i n  e a s t - w e s t  d i r e c t i o n .   T h e  r o c k  i s  p a l e  

g r a y  o r  g r a y i s h  g r e e n  i n  c o l o u r  a n d  s h o w s  a m y g d a l o i d a l  t e x t u r e .
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T h e  d i k e  o f  o l i v i n e - b e a r i n g  b a s a l t  o c c u r s  a s  r e e f s  a l o n g  t h e  s h o r e  

l i n e  n e a r  O n i d o m a r i .   T h e  r o c k  i s  c o m p a c t  a n d  b l a c k  i n  c o l o u r .  

T h e  d i k e  i n t r u d e d  p r o b a b l y  i n  t h e  l a t e s t  o r  p o s t  Te r t i a r y  a g e .  

6 )  C o a s t a l  t e r r a c e  d e p o s i t s  

T h e r e  a r e  t w o  c o a s t a l  t e r r a c e s .   T h e  h i g h e r  c o a s t a l  t e r r a c e  i s  6 0 -

9 0  m e t e r s  a b o v e  s e a  l e v e l  a n d  d e v e l o p e d  a l o n g  t h e  s e a  c o a s t  f r o m  

n o r t h  o f  t h e  O b i r a s h i b e - g a w a  t o  t h e  n o r t h e r n  e n d  o f  t h i s  a r e a .   T h e  

l o w e r  c o a s t a l  t e r r a c e  c a n  b e  s e e n  o n l y  i n  t h e  c o a s t a l  a r e a  s o u t h  o f  

t h e  O b i r a s h i b e - g a w a .  

T h e  c o a s t a l  t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  c o m p o s e d  o f  s a n d ,  g r a v e l ,  a n d  

c l a y.   T h e y  c o v e r  h o r i z o n t a l l y  t h e  d i s t u r b e d  Te r t i a r y  f o r m a t i o n s  a n d  

a r e  c o n s i d e r e d  t o  b e  d e p o s i t e d  i n  l a t e  P l e i s t o c e n e  a g e  a c c o r d i n g  t o  

t h e i r  e l e v a t i o n s  a b o v e  s e a  l e v e l  a n d  d e g r e e s  o f  d i s s e c t i o n s .  

7 )  R i v e r  t e r r a c e  d e p o s i t s  

T h e r e  a r e  s e v e r a l  s t e p s  o f  t h e  r i v e r  t e r r a c e s  w h o s e  s u r f a c e s  a r e  

v e n e e r e d  b y  t h e  t e r r a c e  d e p o s i t s  c o m p o s e d  o f  s a n d ,  g r a v e l ,  a n d  

c l a y.   T h e s e  d e p o s i t s  w e r e  o f  l a t e  P l e i s t o c e n e  a g e .  

Te c t o n i c  o r  c r u s t a l  m o v e m e n t s  a r e  c l a s s i f i e d  t o  t h r e e  c a t e g o r i e s  

f r o m  t h e  h i s t o r i c a l  v i e w p o i n t s .  

P o s t - Y ū d o ro  a n d  p re - K o t a m b e t s u  c r u s t a l  M o v e m e n t  :  T h e  Y ū d o r o  

f o r m a t i o n  w a s  d i s t u r b e d  a f t e r  i t s  d e p o s i t i o n  a n d  t h e  o v e r l y i n g  K o -

t a m b e t s u  f o r m a t i o n  o v e r l a p s  u n c o n f o r m a b l y  t h e  Y ū d o r o  f o r m a t i o n .  

Pos t -Embet su  crus ta l  movement :  The  c ru s t a l  movemen t s  con t i nued  

f r o m  t h e  b e g i n n i n g  o f  t h e  d e p o s i t i o n  o f  t h e  K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n  

t o  t h e  d e p o s i t i o n  o f  t h e  E m b e t s u  f o r m a t i o n  a r e  d e f i n e d  a s  t h e  e p e -

i r o g e n e t i c  m o v e m e n t s .   I n  p o s t - E m b e t s u  t i m e ,  t h e  c r u s t a l  m o v e m e n t s  

w h i c h  f o r m e d  f o l d i n g s  a n d  f a u l t i n g s  t o o k  p l a c e  e x t e n s i v e l y.  

Ple i s tocen e  uphea v a l  :  D u r i n g  t h e  l a t e  P l e i s t o c e n e  t i m e ,  u p h e a v a l s  

o f  t h e  l a n d  o c c u r r e d  i n  t h i s  a r e a .   T h e s e  u p h e a v a l s  a r e  r e p r e s e n t e d
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b y  t w o  c o a s t a l  a n d  s e v e r a l  r i v e s  t e r r a c e s .  

 ECONOMIC GEOLOGY 

P e t r o l e u m  :  I t  i s  k n o w n  f r o m  t h e  e a r l y  t i m e  t h a t  t h e  Y ū d o r o  

f o r m a t i o n  h a s  m a n y  o i l  s e e p a g e s  i n  t h e  R u m o i  d i s t r i c t .   A l s o  i n  t h i s  

a r e a ,  a n  o i l  s e e p a g e  c a n  b e  s e e n  a t  K i t a - i s s e n  i n  t h e  s a n d s t o n e  o f  

t h i s  f o r m a t i o n .  

C o a l  :  T h e  Y ū d o r o  f o r m a t i o n  i n t e r c a l a t e s  m a n y  t h i n  o r  l e n t i c u l a r  

c o a l  s e a m s ,  b u t  t h e y  a r e  o f  n o  e c o n o m i c  v a l u e .  

P y r i t e  :  T h e  c a l c i t e  v e i n l e t s  a n d  p y r i t e  i m p r e g n a t i o n s  c r o p  o u t  

o n  t h e  f l o o r  o f  t h e  u p p e r  c o u r s e  o f  t h e  H a s s e n - n o - s a w a .   T h i s  i s  

n o t  e c o n o m i c a l l y  i m p o r t a n t .  

M i n e r a l  s p r i n g  :  M a n y  m i n e r a l  s p r i n g s  a r e  p r e s e n t  t h r o u g h  o u t  

t h e  a r e a  w h i c h  i s  c o v e r e d  b y  t h e  K o t a m b e t s u  f o r m a t i o n .   M a n y  o f  

t h e m  a r e  s u l p h u r e o u s  s p r i n g s .   B u t ,  c a l c i u m  s p r i n g ,  w h i c h  i s  p r o d u c i n g  

c a l c a r e o u s  s i n t e r ,  a n d  c o m m o n  s a l t  s p r i n g s  a r e  f o u n d  i n  t h e  u p p e r  

c o u r s e  o f  t h e  O t o d o k k o - g a w a .
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